
朝あ
さ

来ご

市
内
四
商
工
会
は
、
大
好

評
だ
っ
た
「
あ
さ
ご
ぽ
っ
か
ぽ
っ

か
鍋
」
に
続
き
、
特
産
品
の
「
岩

津
ね
ぎ
」
な
ど
と
市
内
の
史
跡
・

富ま
さ

勝か
つ

神
社
の
絵
馬
を
同
封
し
た

「
合
格
祈
願
鍋
」
を
発
売
し
た
。

「
岩
津
ね
ぎ
」
は
〝
日
本
三
大

ね
ぎ
〞
の
一
つ
で
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
成
分
ア
リ
シ
ン
を
豊
富
に

含
ん
で
お
り
、「
合
格
祈
願
鍋
」

に
は
「
あ
さ
ご
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
鍋
」

の
二
倍
の
量
が
入
っ
て
い
る
。

同
封
さ
れ
て
い
る
絵
馬
に
願
い

ご
と
を
書
い
て
同
神
社
に
郵
送
す

れ
ば
、
祈
祷
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
つ
い
て
い
る
。
価
格
は
、
ぽ

っ
か
ぽ
っ
か
鍋
五
〇
〇
〇
円
、
合

格
祈
願
鍋
六
〇
〇
〇
円
、
銀
山
鉱

夫
鍋
八
〇
〇
〇
円
、
い
ず
れ
も
三

〜
四
人
前
。

山
形
県

ス
イ
ー
ツ
で
広
が
る
若
者
の
輪

若
い
世
代
で
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
二
〇
〇
九
年

度
か
ら
「
想
×
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

寒さ

河が

江え

市
商
工
会
青
年
部
（
佐
藤
弘
康
部
長
）
は
、
十
二

月
十
二
日
、
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
若

者
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
ス
イ
ー
ト
ス
イ
ー

ツ
」
を
開
い
た
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
と
山
形
短
期
大
学
の
学
生
が
考
案

し
た
ス
イ
ー
ツ
を
、
地
元
産
ワ
イ
ン
と
と
も
に
味
わ
う
と
い

う
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
二
〇
〜
三
〇
代
の
独
身
男
女
二
二

二
人
が
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
。
商
工
会
青
年
部
メ
ン
バ

ー
の
約
五
〇
人
は
、
参
加
者
の
中
に
入
っ
て
交
流
の
盛
り

上
げ
や
二
次
会
の
案
内
に
飛
び
回
っ
た
。

ワ
イ
ン
は
市
内
の
酒
造
会
社
が
開
発
し
た
濁
り
ワ
イ
ン
、

ス
イ
ー
ツ
は
市
内
の
菓
子
店
二
店
が
つ
く
っ
た
ケ
ー
キ
や

マ
カ
ロ
ン
、
チ
ョ
コ
フ
ォ
ン
デ
ュ
な
ど
一
六
種
で
、
お
酒
に

も
合
う
よ
う
に
工
夫
し
た
。
素
材
の
イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
も
地

元
産
。

「
ス
イ
ー
ツ
も
好
評
で
、
参
加
者
が
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の

人
と
交
流
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
集
ま
り
を
通
じ

て
人
の
輪
が
広
が
り
、
寒
河
江
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が

っ
て
ほ
し

い
の
で
、

今
後
も
続

け
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
佐
藤
部

長
は
話
し

て
い
る
。

寒
河
江
市
商
工
会
青
年
部
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群
馬
県

天
然
木
バ
ッ
グ
な
ど
七
特
産
品
試
作

商
工
会

（
小
野
里

光

敏

会

長
）
は
、

天
然
木
を

加
工
し
た

特
産
品
の

開
発
に
取

り
組
ん
で

お
り
、
昨

年
秋
、
バ

ッ
グ
や
い

す
な
ど
を
試
作
し
た
。
厚
さ
〇
・
一
ミ
リ
、
幅

約
一
〜
二
セ
ン
チ
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
染
色
し
た

天
然
木
を
編
み
込
み
、“kia

m
i ”

と
名
づ
け
た
独

自
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
が
、「
木
を
使
っ
て

い
る
印
象
が
弱
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
は
染
め
ず
に
新
た
な
試
作
品
を
製
作

し
た
。

バ
ッ
グ
、
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
、
財
布
な
ど
七
種
、

約
一
〇
〇
個
の
新
試
作
品
は
、
一
〜
二
月
に
町

民
に
実
際
に
使
っ
て
も
ら
い
、
デ
ザ
イ
ン
や
使

い
勝
手
に
つ
い
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
宣
伝
を
兼
ね
て
町

内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
も
展
示
し
て
も
ら
い
、

宿
泊
客
の
反
応
を
聞
く
。

商
工
会
で
は
、「
ブ
ナ
や
キ
リ
と
皮
革
を
組
み

合
わ
せ
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
製
品

に
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
今
年
度
内
に
意
見
や

反
応
を
分
析
し
、
売
れ
る
商
品
、
買
っ
て
も
ら

え
る
商
品
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

み
な
か
み
町
商
工
会

大
分
県

吉
四
六
さ
ん
と
歩
く
八
十
八
ヵ
所
巡
り

明
治
時
代
末
に
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場
に
な

ら
っ
て
町
内
全
域
に
作
ら
れ
た
札
所
を
歩
く

「
吉き

っ

四ち
ょ

六む

さ
ん
の
八
十
八
ヵ
所
巡
り
」
が
、
商
工

会
女
性
部
（
安
藤
圭
子
部
長
）
主
催
で
行
わ
れ

た
。札

所
を
町
の
観
光
名
所
に
し
よ
う
と
、
三
年

前
か
ら
女
性
部
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
と
ん
ち

話
や
焼
酎
の
名
で
も
全
国
に
知
ら
れ
る
「
吉
四

六
さ
ん
」（
野
津
町
の
実
在
の
庄
屋
・
廣
田
吉
右

衛
門
が
モ
デ
ル
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
）
と
、
奥

さ
ん
の
お
へ
ま
さ
ん
が
先
導
し
て
歩
く
イ
ベ
ン

ト
。今

回
は
南
野
津
小
学
校
を
発
着
し
て
札
所
九

ヵ
所
を
巡
る
八
・
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

開
会
式
で
は
安
藤
部
長
の
ほ
か
、
中
島
究
商
工

会
会
長
や
中
野
五
郎
市
長
が
挨
拶
し
、
参
加
者

約
七
〇
人
は
女
性
部
が
手
作
り
し
た
杖
を
手
に
、

晩
秋
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。

野
津
町
商
工
会
女
性
部

兵
庫
県

特
産
品
＋
観
光
で

「
合
格
祈
願
鍋
」

朝
来
市
内
四
商
工
会


